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「県立高等学校の活性化に関する提言」の概要

「提言」の内容構成 ① 地区別中学校卒業予定者数等の動向 (H19学校基本調査による)

はじめに

第１章 県立高等学校の現状と課題

第１節 県立高等学校を取り巻く現状
１ 生徒数の偏在傾向の顕著化
２ 市町村合併の進行
３ 急速な技術革新、産業構造の変化
４ 高等学校志願者の多様化

第２節 これまでの再編整備の検証 ② これまでの再編整備の検証

１ 再編整備実施校の検証：特色ある学校づくりの推進 ・ 再編整備の実施前年に比べ、志願倍率の上昇、不登校や中途退学者数

２ 「近い将来検討すべき学校」の現状
の減少、生徒の希望する進路実現の増加など成果が現れている。

３ 課題：活力ある教育環境の確保
・ １学年９学級以上の大規模校は、生徒減や志願状況等を勘案し
て学級数を漸減した結果、７校から３校に減少している。
・ ｢将来検討すべき学校｣８校すべてが１学年２学級規模となり、
いずれの学校も定員割れとなっている。

第２章 県立高等学校の新たな活性化策

第１節 全日制高等学校の規模等について ③ 全日制高等学校の規模等
１ 学校規模 ・ 適正規模は１学年４～８学級

２ 統合等の対象として検討する基準 ・ 最低学級規模は１学年３学級
・ １学年９学級の３校は、今しばらくは推移を見守る。

３ 統合等を進めるに当たっての留意事項 ・ 通学可能な範囲に少なくとも１校は適正規模校を維持
・ １学年３学級の学校で、将来にわたって、定員未充足が見込ま
れる場合又は１学年２学級以下の学校で、将来にわたって、学級

第２節 活性化に向けて検討が必要な事項について 増が見込まれない場合は、統合等の対象として検討

１ 単位制高等学校 (格別特色ある教育活動の展開が期待できる場合を除く)

２ 総合学科
３ 専門学科・専門教育 ④ 専門学科・専門教育
普通科 ・ 珠洲・能登及び輪島・穴水の各地域にある専門学科を総合学科４

に改編し、その中に専門教育を系列として設置する。５ 中高一貫教育
６ 定時制高等学校・通信制高等学校の在り方
７ 学校外の教育力を取り入れた学校づくり ⑤ 定時制高等学校・通信制高等学校の在り方

８ 多様な生徒の支援の充実 ・ 県北・県央・県南のそれぞれの地域に１校の三部制定時制高校を設置
・ 通信制サテライト校の拡充

第３節 各地区ごとの将来展望
１ 県北地区 ⑥ 各地区ごとの将来展望

２ 県央地区
３ 県南地区
４ 留意事項

おわりに

⑦ おわりに
・ 想定外の能登半島地震が発生した時期ではあるが、生

徒にとって、よりよい教育環境の確保のために、再編整

備は喫緊の課題との認識に立ち、具体校名まで明記
・ 早期に実施すべき事項と中・長期的に取り組むべき事

項を明確にした再編整備計画の作成が必要
・ 再編の進捗状況について、絶えず点検・評価し、高等

学校の活性化に努めること

H19.3 H24.3 H28.3 H28-H19
地区・地域

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数増減

県北地区 2,162 53 1,854 44 1,712 40 -450

珠洲・能登 361 11 289 7 247 6 -114

輪島・穴水 395 9 309 7 268 6 -127

七尾・鹿島 811 19 715 17 676 16 -135

羽咋郡市 595 14 541 13 521 12 -74

県央地区 6,735 113 7,051 118 7,182 120 +447

県南地区 2,424 46 2,475 47 2,439 46 +15

全県合計 11,321 212 11,380 209 11,333 206 +12

地区 提 言 内 容

・飯田高校と珠洲実業高校の統合
・能都北辰高校と能登青翔高校の統合
・輪島高校と輪島実業高校の統合
・輪島高校と輪島実業高校の統合校と門前高校の統合

県北 ・輪島高校と輪島実業高校の統合校を含む周辺の高校と
穴水高校の統合
・中島高校と七尾東雲高校の統合
・富来高校と高浜高校の統合
・七尾城北高校と羽松高校の統合

県央 ・１学年９学級の金沢泉丘、金沢二水、金沢桜丘高校に
ついて、地区の生徒数や志願状況等の推移を検証

県南 ・小松北高校と加賀聖城高校の統合


